2017年10月1日

日本比較文化学会関西支部長

山内信幸
日本比較文化学会関西支部10月例会のお知らせ

初秋の候、皆様におかれましては、ますますご清祥のこととお喜び申し上げます。下記のとおり、2017年度第1回例会　(10月例会) を開催いたします。皆様お誘い合わせの上、ふるってご参加くださいますようお願い申し上げます。
記

日      時：2017年10月28日（土）　14：00　～　17：00

場      所：同志社大学今出川キャンパス　至誠館 Ｓ２４番教室
プログラム：

研究発表

　１．三浦 裕子（九州大学大学院博士課程後期）
　　　「日本の洋菓子史におけるバウムクーヘンの存在」

２．李 超（京都大学大学院博士後期課程）
“The Houses That Lessing Built―Gendered Space and Female Mentality in Lessing’s African Stories”
３．道合 裕基（京都大学大学院博士後期課程）
「佐藤春夫「西班牙犬の家」と谷崎潤一郎「途上」の比較文学的研究」
４．朴 起範（関西大学大学院博士後期課程）

「シネコンの登場による映画観覧文化の変化と観客の映画消費メディア選択」
５．齊藤 大輔（同志社大学社会学研究科博士後期課程）
　　「駐米外交官時代における森有礼の外交活動と職分意識」
＊例会終了後懇親会を予定しております。こちらもふるってご参加ください。

＊関西支部会費(会計年度2017年9月1日－2018年8月31日分)の振込用紙を同封いたします。どうぞよろしくお願い申し上げます。
＊12月9日（土）に同志社大学にて第2回例会が開催されます。研究発表をご希望の方は、関西支部事務局までご連絡ください。
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